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1緒言

二 相ス テ ン レス鋼はY（オ
ー

ステナ イ ト相）の 有す る高靭性およ びα （フ ェ ライ ト相）の 有する

良好な耐応力腐食割れ性を併せ持 っ て い る。その ため に化学プラ ン トをは じめ種々 の分野

で広 く利用 されて い るが、母材、溶接金属と もに 3〔〕％ 〜 6｛｝％フ ェ ライ ト相を含んで い るた

め に水素脆化感受性が高い 組織とな っ て い る 。そ して 873K 〜 1223K の 高温域で はσ相とい

われ る Fe
，
Cr

，
Mo を主成分とする硬 くて脆い 金属問化合物が析出 しや すい 組織 とな っ て お

り、スーパ ー二 相 ステ ンレス鋼 にお い て はそ の 傾向が特に強 くな っ て い る。そ の ために溶

接入熱による熱サイ クルを受 けた母材や 溶接入熱によ り 823K 〜 1273K の 温度範囲で の 再

加熱を繰 り返 し受ける多層盛溶接金属におい て は 、溶接施工 後に σ相を含んだ組識とな っ

て しまう。 しか し二 相ステ ン レス鋼 におい て σ 相が析 出 した場合の 水素の 挙動 につ い て は

明 らかで はな い 。そ こで本研 究で は SUS3　29J　1母材とそ の 溶接部で ある 329J4L（DP3 ）溶接金

属お よび 329J3L（DP8）溶接金属 の σ 相の 析出に伴な う水素の挙動の 変化を 主に内部摩擦試

験を用 い て検討 した。

2．供試材料および実験条件

本研究では母 材と して SUS329Jl 二 相ステ ンレス鋼を用 いた。溶接材として は化学組成の

異なる 329J4L（Dp3）および 329J3L（DP8）の 2 種類の溶接棒を用 いて 溶接 を行っ た。内部摩擦

測定は低周波逆吊り子 ね じり振動法によ り行 い 、173K 〜 373K の 温度範囲で測定 した。周

波数は約 1．5Hz で あっ た。試料に 外力を加え、弾性変形内の 小さな歪を加えた後こ の 力を

取 り去 り、振幅が次第に減衰 して い く減衰振動を行わせた後、内部摩擦の 値（11Q）を次式よ

り求めた。

　　　　　（1〆Q）＝ h1（a4a ヨ丿ynπ
q、

は観測 を開始した瞬間の振幅、a
，、
はそれか ら数えて 20 番目の 振動振幅を示す。

3．実験結果

　一二相ステ ン レス鋼母材（受 け入れ材）に陰極電解水素チ ャ
ージを施 し内部摩擦試験を行っ

た。そ の 結果 を Fig．1 に示す．水素チ ャ
ージを しな い 場合は全 くピークは見 られ なか っ た

が、水素チ ャ
ー

ジを行 うこ とによ り SUS304 オー
ステ ナイ ト系ステ ン レス鋼 と同様にオー一

ステ ナイ ト相中に固溶 した水素 によ る ピークが245K に 見られた．329J3L（DP8）溶接金属 に

水素チ ャ
ー

ジを施 し内部摩擦試験を行 っ た結果を Fig2 に示 す。溶接金属は母材とは大き

く異な り、ウ ィ ドマ ンス テ ッ テ ン状の オ
ー

ステ ナイ トが上下に伸張し、そ こか らフ ェ ライ

ト相中へ と針状に成長 した組織 となっ て い る 。 そ して溶接入熱によ る再加熱を繰り返 し受

ける ため に オ
ー

ス テナイ ト相の体積率が約70％ と母材 と比べ て多 くな っ て いる 。 しか し溶
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接金属におい て も母材同様に245K にオ
ー

ス テナ イ ト相中の 水素に よる ピ
ー

クが見られた 。

次に再加 熱によ りσ 相 が析出 した二 相ス テ ン レス 鋼母材に水素チ ャ
ー ジを した場合の 内部

摩擦試験結果 を Fig．3 示 す。受 け入 れ材 同様に 245Kに オー一
ステナイ ト相中の 水素に よる ピ

ー一
クが見 られ たが、 ピ

ー
ク高さが極端 に小 さくな っ た。σ 相の 析出量が多 くな るに 従 っ て

この ピー
ク高 さは徐々 に減少 して い く結果 とな っ た、再加熱によ り、σ 相が多量に析出 し

た 329J3L（DP8 ）溶接金属 に水素チ ャ
ー

ジをした場合の 内部摩擦試験結果 を Fig、4 に示す 。 母

材同様245Kで の ピー ク高さが極端 に小 さ くな っ て い るが 、これ はオー
ス テイ ト相中に固溶

した水素量が極端に少な くな っ て い る ことを示唆して い る。 こ の 場合 はフ ェ ラ イ ト相が 消

滅 し、σ相が オー
ス テナ イ ト相以外の ほぼ全面 にわ た っ て析出 した組織 とな っ てい るため

に拡散速度の 速い フ ェ ライ ト相中を水素が拡散 してオ
ー

ス テ ナイ ト相 中へ 水素が集積する

こ とはない。そ の ためにオー
ス テナ イ ト相中に固 溶 した水素量が 少なくなっ た もの と考え

られ る 。 この 傾向は 329J4L（DP3 ）溶接金属 にお い て も同様で あっ た 。
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